
４ 今後の課題

(1)人口減少・超高齢化社会の到来

(2)災害様態の多様化

(3)救急需要の増大と高度化

(4)阪神淡路大震災から15年が経過

(5)「港都こうべ」
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【全市的な傾向】
○全市の人口は今後緩やかに減少していく
○65歳以上の人口は，どの区においても増加していく
○地域により，人口の増減の傾向にはかなりの差がある

①東部地域 ②中部地域 ③中西部・北部地域 ④西部地域

4-(１)人口減少・超高齢化社会
【背景】 長期的には人口減少に転じるとともに、急速な高齢化の進行が予測されている【背景】 長期的には人口減少に転じるとともに、急速な高齢化の進行が予測されている
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人口推計については，いずれも国立社会保障・人口問題研究所ホームページより



東部地域

中部地域

西部地域

中西部・北部地域

4-(１)人口減少・超高齢化社会
【参考】 「神戸づくりの指針」中間取りまとめ（案）より【参考】 「神戸づくりの指針」中間取りまとめ（案）より

【神戸市のめざすまちの姿の全体像】

①様々な都市機能と豊かな自然環境の調和による魅力
あるまちづくり

② 都心域及び地域拠点・連携拠点などの機能強化
③ 活力をもたらす産業エリアの機能強化
④ 海・空・陸の総合的な交通環境の形成
⑤ 神戸の魅力を発信するリーディングエリアの形成

【神戸市のめざすまちの姿の全体像】

①様々な都市機能と豊かな自然環境の調和による魅力
あるまちづくり

② 都心域及び地域拠点・連携拠点などの機能強化
③ 活力をもたらす産業エリアの機能強化
④ 海・空・陸の総合的な交通環境の形成
⑤ 神戸の魅力を発信するリーディングエリアの形成
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【東部地域の傾向・増加】
○人口は引き続き増加する
○15歳～64歳人口はほぼ横ばい
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4-(１)人口減少・超高齢化社会
【東部地域】 東灘区・灘区・中央区の推移【東部地域】 東灘区・灘区・中央区の推移
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【中部地域の傾向】
○65歳以上の人口は緩やかに増加
○64歳以下の人口が減少することにより，

区の人口が減少
○昼間人口が，夜間人口に比べて多い

4-(１)人口減少・超高齢化社会

【中部地域】 長田区・兵庫区の推移【中部地域】 長田区・兵庫区の推移
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【中西部・北部地域の傾向】
○65歳以上の人口が増加
○区全体の人口は減少

4-(１)人口減少・超高齢化社会

【中西部・北部地域】 須磨区・垂水区・北区の推移【中西部・北部地域】 須磨区・垂水区・北区の推移



34494 30327 26457

167681 159272 151686

45725 58859 68601

2406637991

144263

169664

74647
35982

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

H17 H22 H27 H32 H37

西区

243,637 247,900 248,458 246,744 242,976

【西部地域の傾向】
○区全体の人口は横ばい
○65歳以上の人口が著しく増加
○64歳以下の人口が著しく減少

4-(１)人口減少・超高齢化社会

【西部地域】 西区の推移【西部地域】 西区の推移

住宅火災における死者数の推移（全国）
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4-(１)人口減少・超高齢化社会

【今後の課題】

○高齢者が増加することによる救急需要の増加
救急搬送人員のうち約半数が65歳以上の方であり、人口が減少する地域でも、65歳以上

人口が増えることにより、救急件数は増える可能性がある。
○災害時に高齢者等が孤立するおそれ

高齢者の単独世帯が増加することから、災害避難時に支援が必要な高齢者等が、
周りの手助けを受けられずに孤立してしまうおそれがある。

○住宅火災での死者の増加
住宅火災における死者のうち約６割が65歳以上であり、高齢者が住宅火災の犠牲になら

ないように、対策を進めていく必要がある。
○地域によって、人口の移り変わりの傾向は異なるため、地域特性に応じた対応が必要。

国立社会保障・人口問題研究所ホームページより



４ 今後の課題

(1)人口減少・超高齢化社会の到来

(2)災害様態の多様化

(3)救急需要の増大と高度化

(4)阪神淡路大震災から15年が経過

(5)「港都こうべ」

4-(2) 災害様態の多様化
【多様化する災害】 自然的・人為的要因により災害が多様化し、消防活動が困難になる傾向にある。【多様化する災害】 自然的・人為的要因により災害が多様化し、消防活動が困難になる傾向にある。

【人的・物的要因】 ○複雑な店舗形態 個室ビデオ火災

○テロ災害の危険性 ○社会不安を背景とした自殺者の増加

○多様な化学物質の漏洩 ○都市型水害 地下構造の複雑化

○新たな内装材・断熱材による火災危険要因の発生拡大

【人的・物的要因】 ○複雑な店舗形態 個室ビデオ火災

○テロ災害の危険性 ○社会不安を背景とした自殺者の増加

○多様な化学物質の漏洩 ○都市型水害 地下構造の複雑化

○新たな内装材・断熱材による火災危険要因の発生拡大

【自然的要因】

○地球温暖化 ゲリラ豪雨等

○新型伝染病 新型インフルエンザ

【自然的要因】

○地球温暖化 ゲリラ豪雨等

○新型伝染病 新型インフルエンザ

都賀川 水難事故

【消防隊の出動件数から見る多様化】

○震災以降、火災への出動件数は横ばい状態

○震災以降の災害出動件数の伸び

火災出動はほぼ横ばいだが、

交通事故…約１．５倍

危険物事故…約２倍

○出動件数自体も平成３年に比べ、約２倍に増加 0
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【今後の課題・潮流】

○今後も科学技術はいっそう発達していく

消防が経験したことのない、未知の災害が発生する可能性がある。

それらの災害に対する対応方法を調査研究する必要がある。

また逆に、より迅速・安全な消防活動に応用するため、

高度化した技術を消防に取り入れる必要もある。

○企業・大学等との連携強化の必要性

複雑化・多様化する災害に対処するためには、高度な専門知識や

技術を有する企業・大学等とのさらなる連携が必要となる。

○人材育成の問題（訓練・研修体制の充実）

経験豊富な団塊の世代の退職により、経験の伝承が困難になっている。

また、実災害における放水機会は、年々減少する傾向にある。

放水技術を現場で向上させることが難しく、訓練・研修体制の充実を図る必要がある。

○新たな災害形態発生の可能性

一例として、社会不安などを背景に自殺者が後を絶たず、硫化水素など新たな自殺の形態も見られ

た。ネット経由で方法が簡単に流聞するなど、今後も新たな脅威が発生し広がる可能性がある。

東海村ＪＣＯ臨界事故

4-(2)災害様態の多様化【今後の課題】



４ 今後の課題

(1)人口減少・超高齢化社会の到来

(2)災害様態の多様化

(3)救急需要の増大と高度化

(4)阪神淡路大震災から15年が経過

(5)「港都こうべ」

【背景】 人口減少・超高齢化社会の到来

【高度化】

○救急救命士のさらなる処置拡大

「救急救命士の業務のあり方に関する検討会」

（厚生労働省：平成22年４月28日報告書）

●処置拡大の検討内容

・低血糖患者への血糖値測定とブドウ糖溶液の投与

・重症喘息患者への吸入薬の投与

・心肺停止前の静脈路確保と輸液の実施

【需要の推移】

○平成21年中、救急隊の総活動時間は過去最高を
更新 ※全救急隊の総活動時間【時間】

＝救急出動件数×１件あたりの平均活動時間

○救急出動件数 ： 救急車適正利用の広報などの
効果によりここ数年横ばい傾向

○平均活動時間（出動～帰庁） ： 救急医療体制の
整備状況及び救急業務の高度化などにより増加傾向

【課題等】○人口減少・超高齢化社会、単身世帯の増加など、救急需要を慎重に見守り、対策を行う必要がある

○出動件数・活動時間の増加・延長に伴い、管轄区域の空白（救急隊がいない）時間が増加することへの対応

○今後質の高い救急対応が求められることから、更なる高度化を図っていく必要がある。

○事故の発生を未然に防止するための「予防救急」を推進するため、市民への普及啓発を継続していく。

4-(3) 救急需要の増加と高度化

救急出動件数と総活動時間（平成12～21年）
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４ 今後の課題

(1)人口減少・超高齢化社会の到来

(2)災害様態の多様化

(3)救急需要の増大と高度化

(4)阪神淡路大震災から15年

(5)「港都こうべ」

【課題等】

○地域によっては固定化・高齢化・減少している防災活動への参加者を、どのように増やしていくのか

○震災を知らない世代に、震災教訓といったものを、どのように伝承していくのか～防災教育のあり方

○ＮＰＯや大学など、地域で新たな防災の担い手となりうる団体との連携の方策

○備えることの重要性を伝え、各家庭でどのように普及させていくのか～「自助」への取り組み

○助け合うことの大切さを伝え、地域コミュニティをどのように活性化させていくのか～「共助」〃

○震災の教訓といったものを「神戸からの発信」として伝えていくこと

【背景】 震災の教訓、「自助」「共助」の精神を後世に伝える

【防災福祉コミュニティ(防コミ)】

○震災を教訓に結成（平成７年～）

○市内１９１地区で結成済み(全市）
○年間７００回を超える訓練を実施

防コミ訓練の様子

【震災教訓を伝える取り組み】

（地 域）

○地域で取り組む各種防災訓練の実践

○防災ジュニアチームの結成(市内１５チーム)
○災害時要援護者訓練・語り部による伝承

○防コミによる防災教育支援（小学校）

（行 政）

○防コミに対する支援（助成金、訓練指導等）

○市民防災リーダーの育成（研修の実施）

○活動の手引書・防災教育支援冊子等の発行

防コミメンバーによる授業

4-(4)阪神・淡路大震災から１５年



４ 今後の課題

(1)人口減少・超高齢化社会の到来

(2)災害様態の多様化

(3)救急需要の増大と高度化

(4)阪神淡路大震災から15年が経過

(5)「港都こうべ」

【背景】 人や物・情報の交流拠点「港町」神戸～神戸港・神戸空港【背景】 人や物・情報の交流拠点「港町」神戸～神戸港・神戸空港

【神戸の玄関～二つの「港」】

○神戸港

○神戸空港

【神戸の玄関～二つの「港」】

○神戸港

○神戸空港

神戸空港から北側を望む

【神戸市の開発整備～物流拠点、企業・大学等の進出】

○神戸複合産業団地 ○神戸物流センター

○西神インダストリアルパーク（西神ニュータウン）

○神戸ハイテクパーク

（以上いずれも西区）

○ポートアイランド（中央区）

～医療産業都市構想

～大学の進出
ポートアイランドキャンパス地区

【課題等】

○港都こうべの防災体制の強化～「港」(海・空)の消防力の強化、危険物災害など特殊災害への対応、など

○進出が進む工業団地（特に西区）への対応～人口増加への対応、危険物質の把握、特殊災害への対応など

○多様化する建物（工場・研究施設・商業ビルなど）への対応～災害形態の多様化、特殊災害への対応など

○大学など研究機関と消防の連携強化

○国内外からの来神者への対応～「安全観光都市神戸」のアピール、「安全・安心ホスピタリティ」の概念

【課題等】

○港都こうべの防災体制の強化～「港」(海・空)の消防力の強化、危険物災害など特殊災害への対応、など

○進出が進む工業団地（特に西区）への対応～人口増加への対応、危険物質の把握、特殊災害への対応など

○多様化する建物（工場・研究施設・商業ビルなど）への対応～災害形態の多様化、特殊災害への対応など

○大学など研究機関と消防の連携強化

○国内外からの来神者への対応～「安全観光都市神戸」のアピール、「安全・安心ホスピタリティ」の概念

4-(5)港都こうべ


